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P29a 「あかり」による低質量YSO周囲の星間氷観測
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星間分子雲や星周エンベロープ、星周円盤の低温・高密度領域では、酸素・炭素の 10%以上がH2O, CO, CO2

などの氷として存在する。これら氷物質は、気相反応で作られた分子のダスト表面への吸着、およびダスト表面
での化学反応によって生成される (e.g. Aikawa et al. 2005)。気相および固相での化学的素過程は温度・密度・紫
外線強度などの条件に依存すると考えられる。よって星間物質の進化を解明するためには、様々な物理条件での
ガスおよび氷の組成の観測が重要である。
我々は赤外線天文衛星 AKARIを用いて８つの低質量 YSOの近赤外線分光を行い、YSO周囲に存在する星間

氷の組成と存在量を調べた。低質量YSOの氷観測は近年VLTや Spitzerなどでも行われているが、2.5− 5µmの
波長帯で大気吸収の影響を受けずに氷観測を行えるのは AKARIだけである。
Class 0-Iと推定される 2天体では H2O, 12CO2,

13CO2, COの深い氷吸収バンドが検出された。氷の柱密度比
はCO2/H2 ∼ 25%, CO/H2O ∼ 0.5− 0.9であり、低温で高密度なエンベロープ内の組成を反映していると考えら
れる。一方、比較的高温 (∼ 150K)な COガスの吸収バンドも検出された。これは星近傍の高温成分であろう。
Class IIの２天体ではH2O, CO2の氷吸収が検出された。edge-on diskを伴う天体なので、原始惑星系円盤の氷

吸収である可能性が高い。
また HV Tau, HK Tau, UY Aurからは foreground成分とみられる H2O, CO2氷吸収が検出された。CO氷の

吸収バンドは検出されなかったことから、比較的低密度または温かい foregroundガスの存在が示唆される。


